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　この度，教授会のご推挙によ
り平成 23年 4月 1日付けを
もちまして，東京歯科大学口腔
健康臨床科学講座（歯科補綴学
分野）の教授に就任いたしまし
た。伝統ある本学の教授を拝命
することは，身に余る光栄であ
りますとともにその責任の重さ
を痛感しております。

　私は昭和59年に東京医科歯科大学歯学部を卒業後，
同大学の歯科補綴学第1講座に15年間所属いたしま
した。その後平成11年に松本歯科大学に異動し，平成
16年からは大学院顎口腔機能制御学講座の教授として
本年3月まで12年間勤務いたしました。この間，臨
床研究の観点から咀嚼や咬合に関する理解を深め，その
成果を，教育，臨床の現場に反映させてまいりました。
歯科全体の疾病構造の変化に伴い，咬合の回復と保持が
身体の健康維持に重要な役割を果すことが明らかになっ
てきています。顎口腔系における咬合の役割を中心とし
た研究の充実を図ることで，顎機能を客観的に評価しう
る明確なエビデンスを確立することができるものと考え
ております。
　医療に対する社会的要請がますます厳しいものとなっ
ている中で，水道橋病院は，その伝統と立地条件から地
域の中核的な病院として大きな期待が寄せられておりま
す。一戸病院長のもとで，我々は社会の要請や期待に応
えるべく，安全，快適で高品質の医療と高いレベルの教
育を提供する責務があります。一口腔単位での治療計画
の立案から始まり，確実な臼歯部咬合支持の回復こそ，
快適な咀嚼機能を営むために最も重要であり，おいしく
食事をするというQOLの向上に直結する課題であると
考えております。包括的な歯科医療を展開する上で，総

東京歯科大学水道橋病院の理念「思い遺りの心に依る医療」

　本年 4月から千葉病院保存
科から異動して参りました。私
は平成 4年に本学を卒業し，
歯科保存学第 2講座（現歯周
病学講座）に入局以来，主に歯
周病学の臨床，研究，教育に取
り組んで参りました。今後はこ
れらの経験を生かし，本学のス
ムーズな水道橋移転と水道橋病

院の発展のために邁進してまいりたいと決意を新たにし
ております。
　近年，歯周病は単に口腔内にとどまる病気ではなく，
糖尿病などの全身疾患と相互に影響を及ぼしあう疾患と
して捉えられ，益々，歯周病の治療と予防の重要性が高
まっています。歯周病は単純性歯肉炎から，診断や治療
が困難な重度侵襲性歯周炎，重度慢性歯周炎などが存在
し，歯周病学のみならず，歯科基礎医学や補綴学，矯正
学，口腔外科学などの歯科全般にわたる幅広い知識と経
験が要求され，他科との連携が非常に重要になります。
水道橋病院の医療連携の特性を生かすとともに，若手医
局員の教育として，診断や技術の指導，さらに，頻回の
カンファレンスを行ってレベルの向上を図り，ひいては
日本歯周病学会認定による認定医・専門医を養成し，質
の高い歯周治療を目指していきたいと考えております。
治療においては自らの研究テーマである再生療法，特
に，先進医療のエナメルマトリックスタンパクを用いた

合歯科の担当となることは，これまでの自らの臨床経験
を大いに還元できる場をいただけたものと大変感謝して
おります。東京歯科大学ならびに水道橋病院の発展のた
めに精進努力してまいる覚悟でございますので，皆様に
はご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

新任のご挨拶
総合歯科　歯科保存学分野　澁川義宏
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バイオレジェネレーション法やGTR法，骨移植術など
の積極的応用，さらに歯周病患者のインプラント治療の
ニーズが高まる中，口腔インプラント科と連携し，歯周
病学的側面から予知性の高いインプラント治療を確立し
ていきたいと考えております。今後，皆様との地域医療
連携をさらに充実し，信頼に応えられる医療を提供して
いきたいと思いますので，今後とも一層のご指導，ご鞭
撻を賜りますよう，何卒よろしくお願い申し上げます。

大変感謝しております。ありがとうございました。
　水道橋病院は，大学機能の水道橋移転を2年後に控
え，今後も開業医の先生方とさらなる医療連携を築ける
よう努力してまいりたいと考えております。皆様方のご
理解・ご協力の程よろしくお願いいたします。

　平成23年 5月 19日（木），水道橋病院13階教室
において第10回の症例報告会を開催しました。今回の
メインテーマは「水道橋病院は，全身と口腔をつなぎま
す」としました。水道橋病院では，口腔を全身の一部と
して捉え，様々な歯科疾患に対応しており，その取り組
みの一部をご紹介し，開業医の先生方が日常臨床で遭遇
する諸問題の解決の糸口となるよう企画いたしました。
その内容は，歯科だけではなく全身に関連するものとい
たしました。
　第1演題は眼科の吉野真未助教による「ドライアイ
最前線　―あなたもドライマウス？ドライアイ？―」
で，最近注目されているドライアイについてお話しまし
た。第2演題は矯正歯科の宮崎晴代講師による「先天
性疾患に伴う矯正治療について」で，以前から保険によ
る矯正治療が認められていた唇顎口蓋裂や顎変形症に加
え，新たに保険適応になった様々な先天疾患の矯正治療
についてご紹介しました。30分間の軽食・休憩をはさ
んだ後，第3演題は齋藤 淳教授による「歯周病のリス
クマネジメントとしての禁煙指導」についてお話ししま
した。（齋藤教授は，今年3月まで水道橋病院で歯周病
を担当しておりましたが，4月に本学歯周病学講座教授
に就任いたしました。）続いて内科村井恵子看護師が
「水道橋病院禁煙外来の取り組み」についてご紹介いた
しました。最後の第4演題は「患者急変時の対応」と
いうことで，水道橋病院長で歯科麻酔学講座の一戸達也
教授がお話しいたしました。これは普段の処置中に起こ
りうる患者の急変に対する対応ということで，日々の臨
床に携わるうえで重要な内容だったかと思います。
　今回は，会場を昨年までの2階血脇記念ホールから
13階教室へと変更し，開始時間も開業医の先生方から
のご要望により18時と変更させていただきました。お
陰さまで，今回も多くの開業医の先生方にご参加いただ
き盛会となりました。ご来場いただきました先生方には

より良い医療連携を目指し第10回
水道橋病院症例報告会を開催

矯正歯科　片田英憲

　平成 23年 1月 20 日（木），TDC ビル 13階教室
において東京歯科大学外科的矯正治療勉強会を開催しま
した。3病院の口腔外科・矯正歯科が中心となり開催し
てきました本勉強会も今回で第7回を迎えることがで
きました。ひとえに本会へ御参加いただいている歯科医
師，歯科衛生士，スタッフの皆様のおかげと感謝申し上
げます。
　今回は「Air way から考える咬合の安定性」をテーマ
に，閉塞性睡眠時無呼吸症候群に対する外科的治療とし
て顎矯正手術が注目を浴び，またその予防として矯正歯
科医による上顎の rapid expansion も最近の話題とな
っていることを受けて活発な討論が行われました。千葉
病院口腔外科からは渡邊　章助教が「上顎をこんなに移
動して息できるの？大丈夫 ?」と題して，鼻腔の通気性
を考慮した上顎の垂直移動についての講演を行いまし
た。次いで水道橋病院口腔外科から高野正行准教授・副
病院長が「移動量の大きい症例の術後経過について」の
タイトルで高度の骨格異常を対象とした発表を，さらに

第7回東京歯科大学
外科的矯正治療勉強会を開催

口腔外科　笠原清弘

一戸病院長による講演

症例報告会風景
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　日頃よりインプラント科への診療のご依頼を頂き，心
より感謝申し上げます。去る平成 23 年 4 月 12 日
（火）18時より，口腔インプラント科主催の勉強会を
開催しましたのでご報告致します。
　近年の歯科治療の進歩は，日々めまぐるしいものがあ
り，患者さんからの審美的な要求からオールセラミック
ス製補綴物の需要が高まっております。そこで，審美性
と耐久力に優れた新世代のオールセラミックシステム
「IPS e.max® system-One System for Every 
Indication-」について，Ivoclar Vivadent K.K. テク
ニカルサポート・アシスタントマネージャー阿部健太郎
さんからお話をうかがいました。会には院内外から20
名ほどの歯科医師，歯科技工士のご参加をいただき，従
来の審美系素材に付きまとういわゆる「割れる」という
イメージへの対応をうかがいました。そして，この
e.max では，高精度のプレス技法により高い強度と均
一性を持った修復物を作成することができ，従来起こっ
ていた補綴物のトラブルを回避するための朗報と考えら
れる内容でした。講演後には活発な質疑応答が行われ，

　この度の東日本大震災におきまして被災された方々に
心よりお見舞い申しあげます。またこの震災で3月に
予定されておりました技工室勉強会が延期となり，参加
を予定されていた皆様にご迷惑をおかけしたことを，心
よりお詫び申し上げます。
　3月の勉強会で取り上る予定だったのは「松風　フィ
ットレジン」です。フィットレジンは流し込みレジンで
すが，専用の加圧填入器と重合釜からなるシステムを利
用して重合操作を行います。従来品に比べ重合収縮がお
さえられ，良好な適合・強度が得られるとされていま
す。本年2月に水道橋病院技工室にも本システムを導
入いたしました。義歯（顎補綴等大型の物を除く）や顎
関節用スプリント，インプラント診断用ステント製作の
際に使用しておりますが実際使ってみて評判通りの対磨
耗性，適合性を実感することが出来ました。勉強会をか
ねこのシステムを皆様に紹介する機会をあらためて設け
ようと考えています。日程は決まり次第お知らせ致しま
す。
　次回の技工室勉強会は安倍健太郎氏（イボクラ社）に
よる「ハイブリッドレジンについて」を予定しておりま
す。こちらも皆様のご参加をお待ちしております。これ
からも気になる器材や材料を技工室の視点から紹介して
いきたいと思っております。どうぞよろしくお願いしま
す。

歯科技工スキルアップに向けた
千葉・水道橋技工室合同勉強会

歯科技工室　平林　剛

インプラント科勉強会を開催
口腔インプラント科　田口達夫

市川総合病院歯科・口腔外科の外木守雄准教授が「閉塞
性睡眠時無呼吸症候群患者の顎矯正手術の周術期管理の
問題」についての講演を行いました。
　そして特別講演として，千葉大学大学院医学研究院麻
酔学講座の磯野史朗准教授をお迎えし，「成長発育に関
連する呼吸安定性の重要性について」と題してご講演い
ただきました。磯野先生は，呼吸に関する生体メカニズ
ム解明の権威として知られている麻酔科医で，小児の閉
塞生睡眠時無呼吸症候群の病態，呼吸生理／サイクルの
基礎知識と睡眠呼吸障害への診断と治療などについてお
話しいただきました。古くから歯科矯正治療の成否には
上気道抵抗（扁桃腺肥大やアデノイド肥大など）が深く
関与していることが知られており，今後の臨床に直結す
る大変興味深く有意義な勉強会となりました。

　次回は7月21日（木）17時30分よりTDCビル
2階の血脇ホールにて「口唇口蓋裂の治療について
（仮）」と題して，内山健志教授（千葉病院口腔外科）
と坂本輝雄講師（千葉病院矯正歯科）による特別講演
の予定です。口唇口蓋裂患者の治療に興味をお持ちの
先生方は，ぜひご参加いただきますようお願い申し上
げます。お申込・お問合わせは，水道橋病院矯正歯科
片田（03-5275-1724）までお願いいたします。

製作法や症例に応じた材料選択，クラウンブリッジ症例
への適用に加えてインプラント症例への適用，さらに審
美補綴分野での活用の可能性が示されました。
　今後も，このようにオープンな勉強会を企画し，幅広
く情報発信していく所存です。今後とも宜しくお願い致
します。

加圧填入器と重合窯
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編集委員長　片田英憲
編 集 委 員　 大多和由美，高野正行，古澤成博，

山下秀一郎，仁科牧子，関根秀志，
辻野啓一郎，鈴木福代，上島文江，
小林友忠，高木直人，藤倉隆行

「さいかち坂」

　来年 4月から新入生を『さいかち坂校舎 (仮称 )』で迎
える。さいかち坂は，【皀角坂】と書く。『新撰東京名所図会』
には「駿河台鈴木町の西端より土堤に沿いて，三崎町の
方に下る坂なり」『新編江戸志』には「むかし皀角坂樹多
くある故に，坂の名とす。」と書かれている。今は，銘板
の脇に大きな皀角の木が一本ある。水道橋病院から御茶
ノ水駅方面へ急坂を登る。始めは頭上の高架を走ってい
た電車が，だんだんと目線の高さに現れ，新校舎建設現
場まで来ると電車は足元にある。視界が開けスケールの
大きな空間が現れる。遠く江戸の時代には浮世絵にも描
かれる景勝地であったとか。この辺りはアテネフランセ
や明治の文豪たちが関わった文化施設も多く残されてい
る。このような素晴らしい環境のもと新入生を迎えるの
が待ち遠しい。

東京歯科大学水道橋病院　直通電話番号（各科受付）一覧

総 合 歯 科
0 3 - 5 2 7 5 - 1 7 2 1
        1 7 2 2

口腔インプラント科 0 3 - 5 2 7 5 - 1 7 6 0
小 児 歯 科 0 3 - 5 2 7 5 - 1 7 2 3
障 が い 者 歯 科 0 3 - 5 2 7 5 - 1 7 2 3
矯 正 歯 科 0 3 - 5 2 7 5 - 1 7 2 4
口 腔 外 科 0 3 - 5 2 7 5 - 1 7 2 5
歯 科 麻 酔 科 0 3 - 5 2 7 5 - 1 8 5 1
眼 科 0 3 - 5 2 7 5 - 1 8 5 6
内 科 0 3 - 5 2 7 5 - 1 9 2 6
放 射 線 科 0 3 - 5 2 7 5 - 1 9 5 3
FAX（ 各 科 共 通 ） 0 3 - 3 2 6 2 - 3 4 2 0

水道橋病院　診療案内
初診受付 平日，土曜とも　午前 9時から午前 11 時

診療時間
平日　午前 9時から午後 5時
土曜　午前 9時から午後 12 時

休 診 日
第 2土曜，日曜，祝日，
本学創立記念日（ 2月 12 日），年末年始

水道橋畔発編集委員

水 道 橋 界 隈 ス ケ ッ チ

　さいかち坂校舎（仮称）の建設工事予定については，
既に水道橋畔発第 13号（平成 22年 12月発行）に
おいてお知らせいたしました。平成23年 2月 19日
（土），さいかち坂校舎建築予定地において同校舎起工式
を厳粛に執り行い，大学移転に係る工事の無事を祈願い
たしました。この日をもって大学移転に係る2棟の新
築工事，水道橋病院を含む TDCビルの改修工事が本格
的に開始となりました。それぞれの工期は，さいかち坂
校舎（仮称）新築工事が平成 23年 2月から平成 24
年 2月，新館校舎（仮称）新築工事が平成23年 6月
から平成25年 5月，本館校舎（仮称・水道橋病院を
含む現 TDCビル）改修が平成23年 3月から平成25
年 2月を予定しております。3月 11日に発生した東
日本大震災により建築物資等の調達が難しくなることも
予想され，予定通りに工事が進行できるか心配されると
ころです。
　水道橋病院のあるTDCビルは，1階から4階の病院
改修を行う他，5階から上の階で教室，研究室等への改

水道橋への大学移転と病院改修工事
の予定について

水道橋病院総務課　小林友忠

修工事を行います。病院の改修としては，総合受付が3
階から1階へ移動する他，2階，3階に新しい診療室
を増築いたします。また，眼科，内科の診察室も移動・
改修いたします。1階受付の改修Open は，本年 12
月頃を予定しております。病院改修にあたっては，開院
しながらの改修でいわゆる “玉突き工事” となります
が，患者様にご迷惑がかからないよう，診療に影響がな
いよう工事を行います。
　今後の工事日程等は，本紙水道橋畔発などでもお知ら
せすることとしておりますので，ご理解とご協力の程，
よろしくお願いいたします。

起工式（平成 23年 2月 19日）


